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件 名 長門湯本温泉をデザインした提灯の設置について 

 

長門湯本温泉では、長門湯本温泉観光まちづくり計画に基づき、温泉街の再生・リノベ

ーションが進行しています。このたび、将来の魅力的な温泉街形成を見据えた初めての取

組として、社会実験「長門湯本みらいプロジェクト」を実施します。この取組は、公民連

携で進めており、地元では温泉地再生に向け、主体的に盛り上げる機運が醸成されていま

す。 

このたび、社会実験の取組のひとつ、夜間景観を演出する提灯を地域の方々が主体とな

り、下記のとおり設置する運びとなりました。魅力的な温泉街形成を目指して取り組まれ

ますので、ぜひ取材いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 夜間景観を演出する「長門湯本をデザインした提灯」の取り付け 

 長門湯本温泉街の明かりの演出に向けて、地域の方々が主体となり、以下の日程で

各家庭の軒先に提灯を取り付けます。 

(1)日 時：平成 29 年 9 月 6 日（水）13 時 ～ 7 日（木） 

(2)取付数：33 戸（旅館含む）、50 個 

(3)場 所 長門湯本温泉街 自宅や旅館の軒先 

(4)提 灯 設置する提灯のコンセプトやイメージは別紙のとおり 

＊当日の連絡先  岡田貢（湯本区自治会長） 携帯：090-1686-0728 

 

２ 社会実験「長門湯本みらいプロジェクト」 

川床の設置による河川空間の活用や空間活用による居心地の良い休憩場所や飲

食・体験イベントの実施、夜にそぞろ歩きしたくなる雰囲気のための夜間景観の演出

を行い、将来の魅力的な温泉街形成に向けた取組を実施します。 

(1)期 間 平成 29 年 9 月 16 日(土)～平成 29 年 10 月 9 日(祝) 

(2)場 所 長門湯本温泉街一帯 

(3)サイト 長門湯本の情報やイベントの詳細を随時更新中 

www.yumoto-mirai.jp 

 



デザインコンセプト：

三本線は音信川と温泉を表します。

これから新たに頑張っていく長門湯本のまちづくりに向けて、

「門前・湯本・三ノ瀬の3地区が力を合わせる」という毛利的な願いも込められたものです。

湯本提灯は、9月14日からの社会実験に合わせ、地区の民家17軒、旅館、店舗15軒の軒先に

合計50個以上設置されます。

仕様：

9号提灯

和紙製（三本線柄は、色染め和紙）

光源 電池式LEDゆらぎ光源もしくは2wLED電球

夜景ディレクション：長町志穂（株式会社LEM空間工房）

提灯グラフィックデザイン：シンボロン（株式会社ファンタス）

■湯本提灯の概要

設置イメージ：


